










要約 

妊娠ヒツジを用いて,子宮内の胎仔気管に気管チューブを装着した生理的実験モデルを作

成し,子宮内で人工換気療法を実施したところ,Room Air でも胎仔動脈血の酸素分圧や酸素

飽和度は著明に上昇した。しかし,妊娠ヤギを用いて,子宮内胎仔の生理的実験モデルを作

成し,純酸素(6L/min)を 30 分間,マスクで母獣に投与しても,胎仔動脈血の酸素分圧や酸素

飽和度は軽度の上昇は認められるものの,酸素投与前及び投与後と比較し,有意な上昇は認

められなかった。さらに,酸素運搬能に関与する赤血球内有機燐酸塩,とくにATPや2,3-DPG

の濃度は殆ど変化なかった。このことから,子宮内胎仔にアノキシアやアシドーシスがなけ

れば,母体への酸素投与により,過剰な酸素が胎仔組織に unloading されにくいと考えられ

た。従って,妊娠中の母体への酸素投与は未熟児網膜症の発生に殆ど関連性がないものと考

えられた。 


